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は じ め に

わた くしたちの先 人が残 した歴史的 ・文化 的遺産 である埋蔵文化財は、今、

開発の名の もとに人知れず消え去 ろうとしてお ります。

また、当泉州地域 にお きましては国家的事業 とで もいえる関西新 国際空港の

建設が控 え、 ここ数年の問には発展 したまち、泉州が築かれることにな るでし

よつ。

こ うした情勢の中で、わた くしたちの先人が残 した足跡 をいかに後世 に伝 え

現在のわた くしたちの生活にいかに生か してい くべ きか、今 、それが問われて

いる時期で もあ ります。

本年 も貝塚市 では国 ・府補助金 を受け、宅地開発な どに伴 う緊急発掘調査 を

実施 してまい りましたが、その調査結果 をここに概要 として報告するとともに、

先 人の残 した長 い歴 史の一端 を現在に生 きるみなさま方に、少 しでも理解 して

いただければ幸 いか と存 じます 。

なお、発掘調査な らびに本書 の作成につ きましては、関係各位 よ り多大のご

協 力 とご指導 を得 ましたことを末筆ではあ りますが、 ここに記 して感謝の意 を

表 します。

1985年3月

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書は貝塚市教育委員会が国庫補助事業 として、昭和59年 度に実施 した、

貝塚市域 における緊急発掘調査 にかか る調査結果報告 であ る。

2.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課 西岡巖が担 当し、現地調査 ・整

理作業お よび本書作成にあたっては、下記の諸氏の参加 を得 て実施 した もの

である。

嘉積 由彦、田中明美、吉 田房子 、山下展功 、小林修 、石橋秀仁 、山西宏司、

山本和枝、芝野久美子 。

3。 本書の編集 ・執筆につ いては西岡が行い、遺構 ・遺物の トレースお よび、

遺物写真 については嘉積 の協力に よるところが大 きい。

なお、本書 中、出土遺物につ いては写真図版お よび実測図において同一の

ものは、同一番号 を付 している。
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第一章 調査地区の位置 と環境

貝塚市は、大阪府の南部、大阪市 と和歌山市のほぼ中間点に位置 し、東西14.3km、 南北

4.8kmの 山間部か ら海岸部に向か って細長 く伸び る行政区域である。その北西は大阪湾を

隔てて六 甲山系、淡路島を遠望 し、南は和泉山脈 を経て和歌山県 との境 となる。和泉山脈

より流れ出し貝塚の平野部 を横断す る河川としては、北辺部 を流れ る津田川、市域の中央

部 を流れ る近木川および南接する泉佐野市 と界する見出川の河川が大阪湾に注いでいる。

地形的には和泉山脈に近 く急な傾斜地や、やや深い谷地形 を有する山間地から中部洪積

地、および海岸部に接する沖積地に大別できる。

市内に所在する各時代の遺跡も市全域に存在するが、その多くは中部洪積地を中心に広

がってお り、今回発掘調査 を実施 した貝塚寺内町遺跡、澱池遺跡、加治 ・神前 ・畠中遺跡

並びに窪田遺跡の各地区も大きくは中部洪積地に位置する遺跡である。

貝塚寺内町遺跡は洪積地が海岸部に突出す る最突端部に位置する願泉寺 を中心に中世都

市 として発達 した町並であり、現在の南海本線貝塚駅北西部に東西約0.6km、 南北約0.8

kmの 広が りをもつ町並である。今回の調査はその貝塚寺内町の中心地 ともいえる願泉寺境

内の一角 を発掘調査 した。

加治 ・神前 ・畠中遺跡は貝塚寺内町遺跡の南方に位置し、近木川の北岸部に沿って現在

の南海本線より第二阪和国道を経て国鉄阪和線沿いに広がる南北約1.Okm、 東西約1.3km

の弥生時代か ら室町時代にかけての集落遺跡である。今回の調査は本遺跡地のほぼ中央部

に位置する個人住宅建設予定地、3箇 所について発掘調査を実施 した。

澱池遺跡は加治 ・神前 ・畠中遺跡の南西方向に位置し、南海本線二色ノ浜駅のす ぐ山手

側に位置する澱池を中心 として広がる遺跡で、貝塚市の中央部を流れる近木川と泉佐野市

と界す る見出川とのほぼ中間点に位置す る。海岸部からは約1kmほ ど内陸部にはいった海

抜約10～13mの 平坦地域である。遺跡の範囲は南北約0。3km、 東西約0.3kmで 澱池を包含

し、周辺の耕作地および南海本線二色 ノ浜駅をも含んだ形で広がっている。今回の調査は

昨年度調査地区のす ぐ西側において個人住宅建設に伴って実施 したものである。

さらに、澱池遺跡の東側には弥生式土器や古墳時代の須恵器片等が散布 している窪 田遺

跡が南北約0.3km、 東西約0.15kmの 範囲で接 してお り、今回の調査地区の1つ として当遺

跡のほぼ中央部にあたる一地区をも発掘調査 した。

以上、発掘調査を実施 し、今 回報告する地区は貝塚寺内町遺跡内で1箇 所、加治 ・神前
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1.堀 遺跡2.泉 州麻生塩壺出土地3.貝 塚寺内町4.長 楽寺跡5.加 治・神前・畠中遺跡

6.新 井鳥羽遺跡7.石 才遺跡8.橋 本遺跡9.新 井ノ池遺跡10.沢 共同墓地遺跡

11.沢 城跡12.沢 海岸北遺跡13.沢 海岸遺跡14.廃 明楽寺跡15.澱 池遺跡

16.窪 田廃寺跡17.丸 山古墳18.地 蔵堂廃寺跡19.積 善寺城跡20 .下 新出遺跡21.河 池遺跡

第1図 貝 塚 市 遺 跡 分 布 図(1:25,000)
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・畠中遺跡地内で3箇 所、澱池遺跡地内並びに窪田遺跡地内で各1箇 所の計6箇 所の調査

地区である。各調査地区の詳細につ いては次章 で順次報告する。

第二章 調査概要

1.貝 塚 寺 内町遺 跡 の調査

はじめに

発掘調査 を実施 したのは、中世末期以来環豪城塞都市 として成立した貝塚寺内町草創の

地である願泉寺境内の一角にあたる地区である。

当地区は貝塚市中部より連なる洪積地が海岸部に突出する最突端部に位置 してお り、そ

の台地縁辺部に現在の願泉寺が造営 されている。

願泉寺は もと応仁年間に蓮如上人が紀泉化導のとき教えを説いた草庵を発祥 とし、その

後永 らく無住 となっていたが、天文14(1545)年 に記州根来寺 よりト半斎了珍を迎z草 庵を

再興 したと伝えられる。また、同天文24(1555)年 に寺内に取 り建てられたものの天正5(15

77)年 には織田信長の軍勢に攻められ、兵火によって焼失 した。同天正8(1580)年 に新た

第2図 調査位置図
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第3図 調査区域図
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に八問四面の本堂 を建立 し、それまでの草葺屋根を板葺に替えこれを人々は板屋道場 と呼

んだといわれている。

天正11(1583)年 に本願寺門跡顕如上人が紀州鷺の森から貝塚に移 り、これより2年 間余

り貝塚御坊は本願寺御堂に充てられた。慶長3(1598)年 に板葺の本堂 を再建し、慶長12(16

07)年 には 「願泉寺」の寺号を授けられ、さらに慶長15(1610)年 二代了閑のときに徳川家

康 より寺内諸役免許の黒印を授けられた。以後、歴代の将軍家から同文の免許状 を受けて

いる。寛永13(1636)年 の ト半四代 了周の ときには東叡 山寛永寺において剃髪得度 し、後の

慶安元(1648)年 には 「真教院」の院号 を、寛文8(1668)年 には 「金涼山」の山号 を授けら

れている。

現在の本堂は寛文3(1663)年 に寺内町民をはじめ、近郷近在の門徒の寄進を受けて再建

された もので、梁間、桁行 ともに十三間半四方向拝付 きの大規模な ものである。その他の

建造物群 もこの時期に相前後してほぼ建 ち並んでいた と思われる。

以上のように、願泉寺の歴史的環境については種々の古文書等による古記録か ら若干で

はあるが うかがい知 ることができる。

今回、発掘調査 を実施 したのは現願泉寺境内の南端部にあたる地点である。

調査は幅約1.5m、 長さ約5.Omの トレンチおよびその隣接 地に小規模なが ら土層確認

用のグリッド2箇 所を設定 し実施 していった。

遺 構

トレンチ内の基本土層としては現地表面 より約0,3～0.6mの 人工攪乱盛土層が残存し、

その下層で約0.1～0.15mの 茶黄色土あるいは淡黄色土層が認め られる。以下、配石 を施

した施設上面の検出を見る。配石遺構は基底部のみの検出であるとともに調査面積の狭さ

か らその性格については、不明確な ものと云わざるを得ないものである。

検出遺構はN-33°-Wに 軸線 をもち調査区内においては一直線上に配される石列で、石

列南西側では配石のため地山面 を一段掘 り窪めたうz.5-一一IOcm大の裏込め石 を多量に配し

ていた。 また、一部ではあるが配石基底部 より約70cmほ どの高さまで旧地山面が残存 して

いた。配石遺構の北東面は一様に配石 に面 をもち一直線状に伸びている。さらに、石列の

状況か ら見て数段以上の石の重なりがあったものと考えられる。

石 は径約25～50cmほ どの砂岩系の自然石で配され、一部は火を受けた状況となってお り

焼土も検出されている。調査区南東端では石列はとぎれ地 山面が一段高 く残存する。

遺構の性格 としては今後検討を要するものの配石遺構の丁寧な造 り方および南西側の地
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第4図 遺構実測図
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山面の高まりなどから考え、石垣状遺構の可能性 をもつ もの と考えられる。

遺 物

出土遺物としては多量の陶器類 とともに瓦類を検出 したが、そのほとんどが人工攪乱盛

土内か らの出土である。配石遺構に伴 うと考 えられる遺物は今回の調査では一点 も検出さ

れなか った。

出土遺物の多くは瓦片や染付 を含む陶器類であ り、その他若干の土師器 、備前焼す り鉢

片や石製硯、塩壺、白磁片等である。

第5図 出土遺 物 実測 図

出土遺物の時期については大別 して二時期に分かれるものと思われ、概ね18世紀代の も

の と19世紀後半 ごろ、つまり幕末か ら明治にかけてのもの と思われる。また、出土遺物中

刻印を施す土器が2点 出土 している。1点 は口径6.4cm、 器高3.2cm、 高台径2.7cm、 高

台高0.4cmと 小形のおちょこ状の高台外面に施された刻印と、器形は不明であるが底部径

6.6cmを 測る高 台底面 にやや不鮮明ではあるが施 されたものとがある。前者は長径0.9cm
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第6図 出土遺物実測図
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短径0.5cmの 小判形の圏線内に 「貝塚」と施 されてお り、後者は長さ0.75cm、 幅0.3cmに

わたって 「錦光山」 と施 されている。

「貝塚」銘を有する土器の出土あるいは保有例については今のところ知 られてお らず
、

文献等からも 「貝塚」銘 を有する資料は筆者の検証不足 ということもあると思われるが、

現在のところ見いだ し得ていない。

「錦光 山」銘 を有する土器については
、京都、粟田焼窯元鍵屋の山号 として、小林徳右

衛門系と安 田源七系の二者があげられている。小林家初代徳右衛門は正保2(1645)年 の創

業 と伝えられ、 「錦光山」銘 を有するのは三代小林喜兵衛の ときである。今回出土した銘

印土器については、六代宗兵衛のときには無枠、小判形あるいは長角の 「錦光山」印を用

いてたということから、五代喜兵衛 、六代宗兵衛のころの作品か と思われ、江戸時代末期

あるいは明治初年のもの と考えられる。

おわ りに

今回の調査で検出 し得た配石遺構についてはその性格を確定す るまでには至 っていない

が、調査区内の遺構検出状況から考えて石垣状遺構になるものと考えられる。ただ、出土

遺物は遺構に伴 うものは1点 もな く、遺構の設営時期については遺物からの考察は不可能

である。

遺構の検出状況か ら考え られることとして、現地表面 より、つまり現本堂造営(再 建)

にかかる基礎部分か ら遺構基底部までの深さが約0.9～1.Omと かなり深く、また配石遺構

の軸線が現在の各堂に くらべ方位を異にしていることか ら考 えると、現本堂再建時よ りも

古い時期の施設と考えられる。さらに、貝塚寺内町の絵図としては現存す る最古の もので

現在願泉寺に所蔵されている慶安元(1648)年 九月吉 日の記載 をもつ絵図にも当調査 区付近

に石垣状等の記載がないこ とから、それ以前の施設であるという可能性を充分にもってお

り、少な くとも江戸時代初期あるいはそれ以前の天正5(1577)年 、織田信長の軍勢 により

焼失 した施設にかかる遺構かとも考えられよう。

いずれにしろ、今回の調査成果 としては現在の願泉寺再建期をさかのぼる遺構の存在。

また、古絵図 ・古記録等に よっても実証 しきれないその歴史的欠落の時期 を遺跡 として再

現 できうる可能性 を今後の調査に期待せ しめた ということは大きな成果であるといえる。

さらに、刻印銘を有する土器の出土を見たことは、江戸時代末期における京都 との交流

並びに在地における窯業の一参考資料を得たといえ、今後の陶器研究に大いに役立てるも

のと思われる。
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2.澱 池遺跡の調査

はじめに

発掘調査 を実施 したのは南海本線二色 ノ浜駅南東方向に位胃する澱池を中心 として二色

ノ浜駅や、周辺耕作地をも含んだ澱池遺跡内のほぼ中央部にあたる地点である。

調査地は昨年度宅地開発等 を目的 として延べ面積約1100m2に わたって発掘調査を実施し

た澱池北接地域のす ぐ北西部に位置 している。

当遺跡は昭和52年 度刊行 「大阪府遺跡地図」では奈良～室町時代にかけての遺物散布地

としてマー クされている地域 であり、現在で も周辺耕作地か らは鎌倉～室町時代にかけて

の土器片が表面採取できる状況である。昨年度に実施 した発掘調査では鎌倉～室町時代を

中心 とした掘立柱建物跡や井戸、その他土壙 、溝状遺構等が検 出されてお り、遺物の出土

量においてもかなりの量の出土 を見た遺跡である。今回の調査はその昨年度の調査区にす

ぐ近接 しての個人住宅建設に係 るものである。

第7図 調 査位 置 図
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第8図 調査区お よび遺構平板測量図
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遺 構

調査区の設定は住宅建設予定地内に幅約1.Om、 長さ約6.5mの トレンチを南北方向に

設け、遺構の有無の確認を目的 として実施 していった。

トレンチ内の基本土層としては約0.4mの 第一層人工盛土下で約0.1～0.2mの 第二層旧

耕作土 とな り、以下約0.1～0.2mの 厚みをもつ第三層淡茶褐色土層とな り、黄灰色混礫地

山面に達する。

検出遺構 としては調査 トレンチ北辺部において地山面より切 り込む形で土壙状遺構1基

お よび性格不明のピッ ト3箇 所を検出した。

土壙状遺構は径約0.7m、 深さ約0.2mを 測 り得るものであり、ピットについては径約

0.2m程 度、深さ約0.05～0。1mを 測りそれぞれが約0.5mお よび約0.7mの 間隔をもって

一直線上に並ぶ。性格等については柱穴列 となるかはやや疑問であるとともに、時期につ

いてもそれぞれの遺構内か ら遺物が検出されていないため不明としかいわざるを得 ないも

のである。ただ、地 山面上層淡茶褐色土層内からの出土遺物を見るかぎり、14世 紀後半 を

下るものではないと思われ る。

遺 物

今回の調査において出土 した遺物 としては全体量 としても小量かつ小破片であ り図示に

耐えられるものとしては1点 も検出 し得ていない。

出土遺物 の種類 としては淡茶褐色土層内か らではあるが瓦器j宛片、土師器小皿片、瓦小

片など、その他器種不明の土師器片、陶器片が出土 したのみである。

おわ りに

今回の調査の成果としては当初、昨年度調査区において多量の土器類 とともに検出した

掘立柱建物跡やその他井戸等の各種遺構群に近接 しているところから、遺構の検出を見る

ものと期待 を有 していた。しかし、出土遺物および検 出遺構についてはその性格を把握す

るには不明確なものであり、検出したピット列についても同様に柱穴 とす るには不明瞭な

ものである。
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3.加 治 ・神 前 ・畠中遺跡 の調査

はじめに

本年度の調査 として加治 ・神前 ・畠中遺跡地内における発掘調査件数は3地 点である。

いずれも個人住宅建設に伴 う事前発掘調査 であり、遺構確認調査を主体 とした トレンチ発

掘調査である。

加治 ・神前 ・畠中遺跡は貝:塚市街地南方に広がる遺跡 として 「大阪府遺跡地図」の中で

は弥生時代～室町時代にかけての遺物散布地 としてマー クされている遺跡である。昭和56

年度において当遺跡地のほぼ中央部 を第二阪和国道より海岸部に向かって伸び、国道26号

線に取 り着 く府道貝塚中央線建設に先立ち実施された大阪府教育委員会による発掘調査で

は、古墳時代～鎌倉 ・室町時代に至る集落跡的な遺構が確認されている。さらには、弥生

時代の遺物も同時に出土 してお り、周辺地域の発掘調査いかんによっては古代人の生活 ・

文化層を把握でき得る遺跡である。

このように、本市にとって古代人の生活層 を把握でき得る遺跡としては重要なものであ

るが、近年における開発の進行状況は充分な調査 を実施 していくのにあまりにも速 く、や

第9図 調査位置図(A地 区)

-13一



や もすれば遺跡の性格 を把握できないまま消え去ろうとしている。

このような中、本市は上記 したように小規模 ではあるものの遺跡の性格の一端 を把握す

べ く遺構確認調査的なものではあるが、個人住宅建設計画を切っ掛けに3地 点の調査 を実

施 した。

調査地区は報告の都合上、A・B・C地 区と以下呼称する。なお、C地 区寄 「)ではある

が、Bお よびC地 区のほぼ中央部を府道貝塚中央線が通過 している。

A地 区の調査

A地 区につ いては遺構および土層確認調査 として、住宅建設予定地内に幅1.3m、 長さ

約8.Omの トレンチを1箇 所設定 し発掘調査を実施 していった。

調査 トレンチの基本土層としては現地表面よ り約0.45mの 第一層人工盛土、約0.1mの

第二層旧耕作土層、約0.1～0.15mの 第三層青色砂質土および約0.3mの 第四層淡青黄土

となる。第四層淡青黄色土を除去 したのち、黄色地 山面に切 り込む形で溝状遺構の検出を

見た。溝状遺構は トレンチに直行す る形で幅約0.35m、 深 さ約0.15mを 測る。溝内埋土は

灰色砂質土一層であった。検出遺構の性格 としては不明確であるが、農業用水路的な施設

ではないか と思われる。

今回の調査 では出土遺物がほとんど無 く、遺構内より土師器小皿および瓦器婉か と思わ

れる小破片を極微量検出したのみであるとともに図示に耐えられるものではなかった。

B地 区の調査

B地 区については住宅建設予定地内に幅約1.2m、 長さ約7.Omの 第1ト レンチ。幅約

1.5m、 長 さ約7.5mの 第2ト レンチおよびそのす ぐ南側に延長する形で幅約3.Om、 長 さ約

13mの 第3ト レンチを設けて発掘調査 を実施していった。

調査 トレンチの基本土層 としては、第2ト レンチおよび第3ト レンチがほぼ同様の堆積

状況であ り、現地表面より約0.2～0.3mの 第一層人工盛土、約0.1～0.2mの 第二層旧耕作

土お よび約0.05～0.1mの 第三層淡茶褐色土となる。第三層淡茶褐色土の下層で茶黄色土

となり遺構の検出を見た。第1ト レンチでは若干異な り第二層旧耕作土下で約0.3mの 厚

みで淡茶灰色 および黄褐色混礫砂質土 とな り、以下礫土層 となる。遺構等については検出

されなかった。第2ト レンチおよび第3ト レンチ内で検 出した遺構は溝2条 、土壙状 を呈

する遺構 を3箇 所検出している。

溝1は 第2ト レンチより第3ト レンチにやや屈曲しながらではあるが延びる溝で、一部

痕跡程度 となる部分 もある。黒色土を埋土 とし幅約0.4～0.7m、 検出面よりの深さ約0.05
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第io図 調査 区域 お よび遺構測量図(A地 区)
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～0 .1mを 測 り、第2ト レジチ部のほぼ中央 ではさらに一段の窪み を有 し、遺構検出面か

らの深さは約0.3mを 測 り得た。

溝2は 第3ト レンチ内で溝1の す ぐ西側で検出した遺構である。暗茶色土を埋土 とし、

規模 は調査区壁面に延びてい くことか らやや不正確ではあるが幅0.5m程 度、深さ約0.2

mを 測 りやや湾曲ぎみに走る。

第11図 調 査位置 図(B・C地 区)

土壙状遺構 を3箇 所確認 しているが形は不揃いである。径については壁面へそれぞれの

遺構が延びてい くため不明確である。深さは約0.1～0。2m程 度 を測 り得た。検出遺構の性

格 ・時期等については出土遺物 もないことからまった く不明である。

溝状遺構の性格および時期については、それぞれの溝内か らの出土遺物がほとんど希薄

であるため不明瞭といわざるを得 ないものである。

全体的な出土遺物 としても第三層淡茶褐色土層内において古墳時代 と考えられる須恵器

小片および、時期不明の土師器片を少量検出 したのみで、図示に耐えられるものではなか

った。
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第12図 遺構実測図(B地 区)
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C地 区の調査

C地 区は前述 したB地 区の南西方向約180mほ どの地点で、個人住宅建設に伴 う調査で

ある。調査は遺構および土層確認調査 として幅約1.Om、 長 さ約6.Omの トレンチ を1箇

所設定 し実施 していった。

トレンチ内基本土層 としては現地表面 より約0.1～0.15mの 第一層耕作土、約0.15mの

第二層灰黄色土 となる。第二層灰黄色土 を除去 した後、第三層茶黒色土層面において遺構

の検出を見た。第三層茶黒色土は約0.1～0.15mの 厚みで堆積 しているがその下層で黄色

粘質土の地山面に達する。

検出遺構 としては調査区の幅が狭いこともあるが溝状遺構または土壙状遺構 となるもの

を調査区南端において1箇 所検出した。検出遺構の規模 としては幅約1.15mを 測 り、深さ

は遺構検 出面 より約0.25mを 測 り得た。遺構内埋土堆積状況としては灰褐色土一層のみの

堆積で多量の土器片 を包含 していた。時期 としては出土遺物よ り江戸時代後半ごろのもの

か と考えられ る。

出土遺物 としては検出遺構面上層の第二層灰黄色土より土師器、染付片を検出するとと

もに遺構内か らは多量の瓦片とともに土師器、陶器および染付片を検出 した。

おわりに

本年度実施 した加治 ・神前 ・畠中遺跡内におけるA・B・Cの3地 区の発掘調査成果に

ついては前述のとお りである。

3地 区はそれぞれ本遺跡地内の中央部に近い地域での調査区であ り、また昭和56年 度に

おいて大阪府教育委貝会が発掘調査を実施 した府道貝塚中央線建設地内にも近接 していた

が、検出された遺構 としてはB地 区において古墳時代かと考えられる溝状遺構等およびC

地区については調査面積の狭 さから明確には把握できなかったものの、溝状遺構 あるいは

土壙状遺構 となる近世の落ち込み状遺構 を検出したにとどまった。ただ、それぞれの検出

遺構のべ一ス となっている地層は府道貝塚 中央線内の調査で検出している弥生時代遺物包

含土層であることもあわせ て今回の調査で確認 し得てお り、弥生時代の遺構 ・遺物は検出

されなかった ものの、本遺跡の弥生時代の広が りがかな りの範囲にわたることを確認でき

た。
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第13図 調査区域お よび遺構平板測量図(C地 区)
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第14図C地 区出土遺物実測図
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4.窪 田遺 跡 の調査

は じめに

今回、発掘調査 を実施 したのは南海本線二色ノ浜駅南東方向に位置する澱池 を中心 とし

て広がる澱池遺跡のす ぐ 側に広がる弥生時代 ～鎌倉 ・室町時代にかけての遺物散布地で

ある、窪田遺跡内の中央部付近にあたる地区である。調査地は澱池の南東側約100mで 、

海抜約16m前 後 を測 る地域の個人住宅および分譲住宅建設に係るものである。

第15図 調 査 位 置 図

遺 構

調 査 区の設定は住宅建 設予定地 内に主軸 トレ ンチ として幅 約4.Om、 長 さ約32mの トレ

ンチ を北東 方向 よ り南西方 向に一 条設定 したが 、調査 区の現 状か ら第1ト レンチ、第2ト

レンチお よび第3ト レ ンチの3ト レンチ に分 けて設置 した。 また、この主軸 トレンチに直

行 す る もの として幅約1.5m、 長 さ約7.Omの 第4ト レンチお よび幅約1.5m、 長 さ約7.5

mの 第5ト レンチ をあわせ て設定 し、発掘調査 を実施 してい った。

トレンチ内の基本土 層 としては約0.5mの 第 一層耕作 土下 で、約0.15～0.25mの 第 二層
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黄灰色土 となり、以下明黄色地山面に達する。検出遺構のすべてはこの明黄色地山面に切

り込む形で検出したものである。検出遺構 としては溝状遺構、円形あるいは方形に近い

土壙状遺構や ピット状遺構および性格不明の落ち込み状遺構等 をほぼ調査区全域で確認 し

た。以下、検出遺構の中でその主要なものについての概略を示すことにする。

第16図 調 査 区域 図

溝1

第1ト レンチ側壁に沿って直進す る遺構である。幅約0.7～1.3m、 確認全長約14mを 測

り、深さは約0.5m程 度を有するが 、ほぼ中央部では深 さは約0.1m程 度と浅 くなってい

る。遺構北側 では壁面内に屈曲する可能性 もあるが、現状 としては不明確である。遺構内

埋 土は茶褐色粘質土層が堆積 してお り、中から小破片 とな1った瓦器小皿 ・碗片、土師器片、

陶器片、青磁片等が多量に検出されたが、復元を可能にするものはなかった。

溝2
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第5ト レンチ内で検出した南北方向に走る遺構である。遺構の残存状況 としては痕跡程

度のものであり、そのほとんどが削平 されていた。検出した溝の規模 としては幅約1.Om、

現存の深さは最深部で検出面 より約0.15mを 測 り得た。

遺構内埋土については灰色砂質土および黄色粘質土(明 黄色地山土 とほ とんど同様の土

質である)の 混 ざりあったような堆積土である。なお、この溝内か らは遺物の出土は見ら

れなかった。

土壙1

第1ト レンチ内、溝1の 東側において検出した遺構 である。遺構の全要は確認で きなか

ったが、一辺約2.3mお よび約3.5mの 長方形状を呈す るもので、深さは遺構検出面より約

0.9mを 測 り得た。遺構 内埋土 としては茶褐色粘質土層の堆積であ り、溝1内 埋土 とほぼ

同種 である。出土遺物 としても溝1内 遺物出土状況と同様に瓦器小皿 ・婉片、土師器小片

および青磁の小破片等が出土 している。

土壙2

第2ト レンチおよび第3ト レンチ内にかけて検 出した円形を呈すると考えられる遺構で

ある。遺構の全要は検出し得ていないが、ほぼ円形を呈す るもの とすれば径約0.5mを 測

り得る。深さは約0.1m程 度 と浅いものである。遺構内埋土についても土」廣1、 溝1と 同

様であるが、遺物の出土量 としてはやや少な く瓦器片、土師器片および青磁片を極微量検

出したのみである。

その他の検出遺構 としては溝1、 土壙1・2と 同様の遺構内堆積土を有するものとして

ピッ ト状遺構を3箇 所検出している。第1ト レンチ南端っピット1、 第4ト レンチ東側の

ピット2お よび第5ト レンチ西端のピッ ト3で ある。 ピット1お よびピッ ト2に ついては

それぞれ壁面内に延びてい くために規模は明確でないが、円形あるいは楕円形を呈するも

のか と考えられる。それぞれの規模については径約0.4～0 .5m、 深さ約0.15～0.2m程

度である。ただ、ピット2に ついては柱穴 となる可能性 もあるが、それ以外のものについ

ては柱穴はなりに くいものと考えられ る。

これらの性格等についてはそれぞれが並 びを有するものでもな く不明確 としかいわざる

を得ないものであるとともに出土遺物につ いても極微量の瓦器片および土師器小片を検出

したのみである。

遺 物

出土遺物としては第一層耕作土および第二層黄灰色土層か らも多量の土器類が出土 して
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第17図 遺 構 実 測 図

一24一



お り、さらに各遺構内か らもそれぞれ出土 している。ただ、出土量 としては豊富であるも

のの、そのすべてが小破片 となっての出土であ り、復元および図示に耐え得 るもの として

はまった くといってよいほ ど検出されなかった。

第18図 出土遺 物 実測 図

出土遺物の種類 としては瓦器小皿 ・塊片、土師器小皿片、陶器片および青磁小皿 ・碗片

等である。なお、第二層黄灰色土層からの出土ではあるが宋銭残欠1点 が出土している。

宋銭はかなり腐食しているものの 「天聖自宝」 と刻まれてお り、初鋳を西暦1023年 とする

「天聖元宝」あるいは 「天聖通宝」であろう
。

その他溝1、 土壙1・2、 ピット1・2・3内 から出土 した遺物については瓦器 片の形

態か ら概ね13世 紀代後半か ら14世紀代のもの と考えられる。ただ、図示した瓦器椀底部高

台についてはそれよりも若干先行す るものかと思われる。

おわ りに

今 回の調査で検出した遺構群については当初 よりトレンチ調査を主体 としていたため遺

構の広が りおよび範囲等については充分 な調査 を行えなかったとともに、それら遺構のも

つ性格等についても不明瞭なものであった。 しかしなが ら、出土遺物については小破片と

なっての出土ではあるがかな りの量にのぼ り、また銭貨を検出したことなどから、13世 紀

から14世 紀代にかけての当時の人々の生活場所の一部ではないかと考えられる。
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今回調査 した窪田遺跡あるいは近接する澱池遺跡周辺については、今後貝:塚市の中にお

いてもより一層の開発が進行す るもの と予想 される地域であるため、こういった発掘調査

の結果資料 を積み重ねることによって当地域内における歴史的位置づけが可能になってい

くもの と思われる。

-26一



/

図 丶 版



図
版

1

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

(1)調 査区全景 南東より

(2)同 上 北西 よ り



定

靉

紛
鬱

塗

ド酔
写
ψ
蕁

為膚髦
F霞
～
叫
、
タ̂
.
雰
蒙
'

随

厂蒔

i

3
Fー

鬘
蔭
g

…

図
版

2

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

(t)検 出遺構部分 上より

(2>検 出遣構部分 下 より



図
版
3

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

出
土
遺
物

土師器 塩壺(1)、 硯(2)、 陶 磁器(3・29)



図
版
4

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

出
土
遺
物

陶磁器(4～8・30・31)



図
版
5

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

出
土
遺
物

陶磁器(9～16)



図
版
6

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

出
土
遺
物

陶磁 器(17～20・33～35)、 白磁(32)



図
版
7

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

出
土
遺
物

陶磁 器(21～25・36～40)



図
版

8

目
ハ塚
寺
内
町
遺
跡

出
土
遺
物

陶磁 器(26～28・41～47)



図
版
9

澱
池
遺
跡

(1)調 査 区全景 南西 よ り

(2)同 上 北東 よ り



図
版

10

澱
池
遺
跡

(1)検 出遺構 南西 よ り

(2)ト レ ンチ断面土層 北東 よ り



図
版

11

加
治

・
神
前

・
畠
中

遺

跡

A

地
区

(1)調 査 区全 景 南西 よ り

(2)同 上 北 東 よ り



図
版

12

加
治

・
神

前

・
畠

中
遺

跡

B
地
区

(1)第1ト レンチ全 景 南 よ り

(2)同 上 北 よ り



図
版

13

加

治

・
神

前

・
畠

中

遺

跡

B
地
区

(2)第2ト レンチ全 景 南 よ り

② 同 上 北より



図
版

14

加

治

・
神

前

・
畠

中

遺

跡

B
地
区

(1)第3ト レンチ全景 南 よ り

(2>同 上 北 より



図
版

15

加
治

・
神
前

・
畠

中
遺

跡

C

地
区

(t)調 査 区 全景 北 よ り

(2)同 上 南 よ り



図
版

16

加
治

・
神
前

・
畠

中
遺

跡

C

地
区

(1)検 出遺 構 東 よ り

(2)同 上 南 よ り



図
版

17

加
治

・
神
前

・
畠
中

遺

跡

C

地
区

出

土
遺

物

土師質土器(1・2)



図
版

18

加

治

・
神

前

・
畠

中

遺

跡

C

地
区

出

土
遺

物

陶磁器(4～9・11)



図
版

19

窪
田
遺
跡

(1)第1ト レンチ全景 南西 よ り

(2)同 上 北東 よ り



図
版

20

窪

田
遺
跡

(1)第1ト レンチ 南 よ り

(2)第1ト レンチ 北 よ り



図
版

21

窪
田
遺
跡

(1)第1ト レンチ土壙1北 西 よ り

(2)第1ト レンチ溝1断 面 南 よ り



図
版

22

窪

田
遺
跡

(D第2ト レ ンチ全景 西 よ り

(2)第2・3ト レンチ全 景 北 よ り



図
版

23

窪
田
遺
跡

(1)第4ト レンチ全 景 北西 よ り

(2)同 上 南東 より



図
版

24

窪

田
遺
跡

(1)第5ト レンチ全景 南東 よ り

(2)同 上 北西 よ り



図
版

25

窪

田
遺
跡

出
土
遺
物

青 磁(1～7)、 土 師 器(8～10・15)、 陶 器(11～13)、 瓦 器(14・16)



貝塚 市 埋蔵 文化 財 調査 報告 第9集

貝塚 市遺 跡群 発 掘調 査概 要Vd

印 刷 昭和60年3月25日

発 行 昭和60年3月30日

編集 ・発行 貝塚市教育委員会 〒597

大阪府貝塚市畠中1-17-1

印 刷 ㈱帯谷印刷所

貝塚市北町19番14号


